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化石

からみた東海

森下品(名古屋大学)

はじめに

夏は新聞記者にとっては記事枯れのシｰズンという

が1977年の夏はわれわれ地質屋に関係のあるニュｰ

ジｰランド沖の怪獣問題と有珠火山の噴火の記事でにぎ

わった.怪獣問題のほうはいちおうウバザメ説にい

地方

くらかかたむいたまま幕を閉じたかっこうだが多く

の人たちは中生代のクビナガリュウであってほしいと

願っていたようである.このことはいつの時代も

人女の太古へのロマンを追う気持のつよいことをものが

たっている.化石についての関心がいやが上にも高
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第1図中部地方の化石産地(森下品編1977)

まるゆえんであろう.世にか

くれたブｰムというものがいく

つかあるようだが化石に関心

のあるいわぱ化石人口は想像

以上に多いのではあるまいか.

東海地方にも全国的に有名

桂化石産地カミいくつか存在して

いる.それら東海地方のいく

つかの化石産地の地質と化石に

ついてのべてみたい.

衛にある化眉

東京やその他の都会の建築物

の大理石の壁にはしばしば化

石がふくまれており愛好者の

目をたのしませている.1971

年の初春だったとおもうが名

写真1名古屋松坂屋の大理石の壁に見られ

る目レニア�
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第2図

福地累層総合柱状図(亀井節夫1952より糸魚川淳二編1975)

古屋の中心地にある松坂屋(名古屋市中区栄3)の大理

石の壁から化石が発見された時はかなりの化石ブｰム

を巻き起こした.

問い合わせの電話をかけてきた新聞記者の話では｢コ

レニアという石灰藻とアンモナイトがいつしよにふくま

れている｣とのことなので｢それはおかしい｣と答

えておいたのだがあとで現場をみて真相はすぐにわか

った.つまり大正の末期にはじめてこのデパｰト

を建てた時にはアンモナイトなどをふくんだイタリア

産の大理石を使ったのだがその後の補修工事の際には

コレニアをふくんだ朝鮮半島産の大理石が使われたので

ある.

井上端の小説｢化石｣の文中にも東京やブエノスア

イレス'の建物の大理石中にアンモナイトが入っていると

いう会話の場面カミあるが名古屋市内でも松坂屋のみ

ならずいくっかの建物でフズリナなどの化石が発見

されているのである.

飛騨の福地

ふくじ

デボン紀の化石の産地として知られる飛騨の福地(岐

写真2飛騨の福地の露頭

写真3飛騨至の福地

露頭のハチノスサンゴ�
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阜県吉城郡上宝村)ほ北アルプスの焼岳の西側にある

奥飛騨温泉郷の1つであり高山からバスで1時間半ぐ

らいのところにある.はじめてこの地を訪れたのは

1974年の4月ほじめで化石はまだあつい積雪におおわ

れていたが2年後の夏学生の卒論指導で再びこの地

を訪れた.その時は模式地の一ノ谷(オンブ谷の支流)

を見ることができた.福地累層とよばれるデボン系は

石灰岩を主体とするが頁岩や凝灰岩や砂岩をはさむの

で模式地に関する限りはひかく的に層序カミ明確である.

産出する化石はハチノスサンゴ(ファボシテス)を

はじめとする多くのサンゴケイノkルス柱どの三葉虫

ウミユリスト回マトポロイド貝類荏ときわめて多

彩で当時の海底の状況がしのばれる.福地ではハチ

ノスサンゴの種による分帯がおこなわれている.

橿地には化石の展示室などをもった飛騨自然館があり

経営者の山腰1唐さんが熱心に館の運営説明あるい

は案内につとめておられる.研究に卒論にあるい

は見学にこの地を訪れる各大学の学生や研究者は多数

この人の世話になっているはずである.

赤坂金生山

東海地方における二畳紀の化石の代表的産地はやは

きんしようざん

り赤坂金生山であろう.濃尾平野の北西縁伊吹山系

の東麓に位置する岐阜県大垣市赤坂町は古くから石材

の町石灰工業の町として発展してきた.石灰利用は

すでに元禄の頃そして石材としては天保年間に切り出

されている.長年月にわたる採掘の結果町の北西部

にある金生山の山容は大きく変貌したが現在はむしろ

外国産や国内各地から産出する石材の加工がおこなわれ

ていてその伝統は生きているのである.

金生山をつくる赤坂石灰岩の地質学的研究の歴史は古

く明治末期には東大の脇水鉄五郎博士が石材の色や

模様にもとづいてネズミ帯カスミ帯サメ帯サラ

サ層などという名をつかって石灰岩をいくつかに区分

2悪｡
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第4図赤坂石灰岩断面図(小沢儀明1927)
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赤坂地質断面図B:紅結石恢砦Lb:石灰禽礫岩(更紗石一灰岩)

(赤坂団研グル

ｰブ01956)

した.また昭和初期には東大の小沢儀明博士茄

フズリナの進化にもとづく分帯をおこなった.戦後に

は赤坂団研グルｰプによる別の区分もおこなわれてい

る･いくつかの断層で寸断されているため石灰岩の

層序や地質構造については意見カミ異なりいまひとつ

はっきりし校い.しかし近く関係研究者の協力によ

る総合的な再検討が恋されるとのことだからおおいに

その成果がまたれるというものだ.

さて赤坂石灰岩から多産する豊富な化石ばむかし

から有名である.パラフズリナネオシュワゲリナ

ヤベイナなどのフズリナをはじ･め三葉虫のシウトフィ

リプシアサンゴのワｰゲノフイルムストロマトポロ

イドレプトダスなどの腕昆類ソレノモルファ柱どの

二枚貝ヘレロホンマｰチソニアプリユｰロトマリ

アなどの巻貝ウミユリウニ石灰藻などきわめて

多彩である.

太平洋戦争中台湾の台中で地質調査をしたおり宿

が軍部に占められ止むなくあつかましくも未知の知

事公舎に一泊したことカミある.そのおり知事夫人が化

石のことをよく知っていて驚いたのだが赤坂町の出身

であることを聞きなるほどと思ったものだ.

化石壁

ジュラ紀中期から白亜紀前期にわたる手取層群は岐

阜県北部から福井石川富山の北隆三県にかけて広く

分前している咄なかでも手取川上流石川県有川郡白

峰村桑島にある天然葡念物｢化石壁｣は有名である.

化石壁は古く蜥4年(明治7年)ドイツグ)地理学

者ラインによって白山登頂のおり発見され当時のド

イツの専門誌に紹介意れた.それによって世界に知ら

れるとともに1う本中生界研究の揺藍の地とも放つたの

である.化石壁からは手取フ河ラの植物化看を多産

するのだが3年前にこの地を訪れ花おりには手取ダ

ムの建設のために化石壁も水没の運命にあると聞い夜､�
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策1表赤坂石灰岩の

化石名

大型化石(礒見博1955より一部省略糸魚川淳二編1975)
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乃肋閉〃｡肋“p.�X��jV.初加ω榊～�X��

二枚貝(Pel㏄ypodo)���w.ω"κ伽洲`�X��

ん{〃｡μ肋棚加口舳{5�X��ル伽伽切0沽'�X��

五.榊伽〃〃お�X��8･1伽ω批口舳肱州"切�X��

〃助伽5加伽必�X��8炊･伽ψ洲ツ曲ゴ�X��

吻Oμ伽加切0加伽�X��宿灰藻(C北πe㎝･A1goe)���

P""〃音1o肋蜆｡あ｡o1･助｡閉む�X��亙0gO加{0伽りO免柵伽`���X

80伽0伽･μ“'日g刎κ5ぷ伽�X��〃{鰍{ow1ε肋伽｡�X�X�X

しかし本年再訪し定時には建設工事はいまや最盛期

であったが問題の化石壁はかなりの部分カミ水没をまぬ

がれるという語を闘いた.ご同慶のいたりである.

層厚5,000mにもおよぶ手取層群は全域的には下位

いとしろ

から九頭竜亜層鮮石徹白亜層群赤岩互層群に3分さ

れているが化石壁はこのうち石徹白亜層群の上部と

考えられる桑島互層の中にある.綱～中粒砂岩と頁岩

の互層である.化石壁など手取層鮮の手取フロラは

クラドフレビスオニキオプシス底どのシダ類ニノレソ

ニアなどのソテツ類イチョウ類ポドザミｰテスなど

の球果類をはじめ約50種の植物化石を内容とし古シジ

ミやドブガイなどの淡水生の貝化石も含まれている.

しばしばクセノクシロンの直立樹幹も知られすくな

くとも手取層灘のある時代は湖成であり中生代の湖

である手取湖のイメｰジができあがるのである.かわ

ったところでは1965年福井市の東南東にある福井県

足羽郡美山町から手取竜とよばれる体長15cmの小型

写真4赤坂金生山産巻貝化石(PZ例刎｡刎倣加)

桑島癸笹脆三

二`;小嵐谷

は一_一一`

到萎農

'嵐

盗

鴫

第5図桑島発電所から自第6図

轡齢

圭:鶏鱗溺

3.桑島互層

4.赤岩砂岩層

犬逝谷互層“

■一十

北谷互層薫

`一寸

一斗

…士

11嘩

一十

“十

一一一十

一一⊥

匡圃.慶ヨ竃鰯匡コ

���

手取層灘模式柱状図

(鵜四郎1961)

A:礫岩

B:礫質砂岩

C:砂岩

D頁砦

E1凝灰岩�
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策2表

九頭竜･石徹白･赤岩亜鰯群産植物化石表(前国四郎1961)

化石

皿層群

九

頭

竜

石

徹

白

赤

岩

＼重層群

化眉

九

頭

霞

石

徹

白

赤

岩'

Mo沌免伽'伽3γ肋4��X��棚15互伽'“伽0"舳ゐ�X�X�

助泌ε〃ω洲〃伽r舳'5�X���W.0沁1吻伽�X�X�

T0助蜘W棚加榊Oガ��X��^刎ゐ｡蛇閉加ム伽2言�X��

G〃伽加伽蜆伽0椛榊づ5�X�X��刎吻倣舳燃〃ω伽�X�X�

C㎝切炊むあ切伽む�X�X��り.Koωo榊脇��X�

0.H紹ブ加舳��X��り.加〃伽rα��X�

αゐ〃舳μ棚O肋5��X��D一関ψ閉む.��X�

0似肋μ“1伽g伽�X�X�X�0肋榊伽5K1伽'幽由��X�

肋ゐ“伽勿μ㈹肋5�X���0.8舳〃〃�x��

λ〃伽搬醐&ω〃泌��X��P舳60･ツω∫臣刎批池�X�X�

助此榊μ砥Gω妙εrκ�X�X�X�P倣ψ伽〃舳勾〃伽"伽��X�

且加励伽伽O��X��〃1･声価〃舳声〃伽･α尻^�X��

且肋〃〃"��X��8"9舳声炊`リ伽伽1三個�X��

α〃0戸〃`眺"g伽加��X��α･舷･伽5冴肋肋�X�X�

C,6舳此〃口切�X�X��G.』伽ア{ω�X�X�

C.必並舳∫�X�X��G.Wα此0榊κ�X�X�

0.(K脇〃)伽燃5�X���C刎此舳ω∫腕㎡敏"��X�

0.伽三蜥｡閉む�X�X�X�E1刎0'1"6刎κ㎜㎞榊��X�

C.尻別伽如榔む�X�X��戸040左舳伽56㎞鋤ω伽��X�

α鮎批｡ω側榊あ��X��R1"雌｡1"刎�X�X�X

C.此刎ωω加"例曲��X��戸.灰め〃�X�X�X

α加脇び〃舳お�X���X例0〃'O〃"伽rω舳�X�X�X

C.3ゐ加∫伽伽曲��X��ψ〃〃“舳榊�X��

σ1･榊Oκ"��X��丁舳10μ〃お舳〃倣�X��

0.〃5α昭〃〃あ��X��｢仰〃ψ伽��X�

α榊なK伽助〃〃��X��τ地σ舳ψ加��X�

jV肌∫伽加Koω{��X�X����

爬虫類化石が発見された.東海地方の手取層群は岐

阜県大野郡荘川村牧戸近傍に典型的に分布し九頭竜亜

層群から赤岩重層灘までをもうらしている.九頭竜亜

層群のある層準からは海生の動物化石を産出しているが

他のほとんどは井海生の化石をふくんでいる.とく

に化石壁の桑島互層はこの地まで連続し重要な鍵

層となっている.

ここで手取層群に関する余談をひとつのべておきたい.

最近英国で世話になつた工一ジヤｰ教授から｢日

本のジュラ紀の非石灰質層のスライドを送ってほしい｣

という依頼をうけた.工一ジヤｰ教授はジュラ紀の

腕足類や古生態を専門とする世界的な学者で｢古生態

学原理｣その他の著書で日本でも中生代腕足類あ

るいは古生態に関係のある研究者には有名な人である.

ロンドンの学会講演でスライドを使って日本につい

てもふれたいとの希望であった.かつて手取層群の研

究を精力的におこなった千葉大学の前閏四郎教授にさ

っそく問い合わ世だところあいにく手持ちがないとの

ことであった.今でこそ地質の研究者たちはあたり

まえのようにフィｰルドで写真をとりまくっているが

第2次大戦後のかなりの年数はカメラやフイルムの入手

が困難であった.そのころの調査地域の写真をもって

いる研究者はむしろまれではあるまいか.幸い名古屋

大学の石岡孝吉教授がひかくてき最近うつしだスライド

をもっておりその提供により義理を果たすことができ

た.

さて東海地方からのアンモナイトの産出はすくない.

数目前に未知の1中学生から電誘があり｢犬山にアン

モナイトの化石を取りにいきたいのでその場所を教え

てほしい｣とのことであった.たしかにかなり以前

に愛知県犬山市の木曾川左岸の小なさ谷からアンモナ

イトが1つ見つかり筑波大学の佐藤正教授によって

ジュラ紀のチヨフアチアとして報告されたことがある.

とりあえず｢場所は地図に示して送るがせっかく打

っても取れない可能性が多いからがっかりしないよう

に｣と答えておいた.犬山以外では志摩半島かll･の

産出が知られているほかは木曾川上流や天竜川下流か

らの産出を耳にするていどで層準その他はあまりはっ

きりしない.しかし東海地方でもコノドントなど

写真5手取層群産の植物化石(月｡ゐ醐刎伽∫)�
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策3嚢瑞浪麗群癩序表

第7図

犬山のアンモ

ナイト産出地

(佐藤正

���

H:宝積寺

I:犬山

K:勝山

Ku:栗栖

N:名古屋

S:坂祝駅

丁:取組

1吐…

によって従来古生層とされていた部分のかなりのは

んいが中生層に変りつつあるようだから今後の発見

はいくらか期待できるであろう.

瑞浪の比肩

東海地方の新第三紀の化石産地はきわめて豊當であ

る.しかし1つ挙げる放らば狂んといってもまず

瑞浪であろう.岐阜県瑞浪市は国鉄中央線で名古屋

から約1時間の距離のところにある.むかしから化石

で有名な瑞浪層鮮の分布する地域である.例のデスモ

スチルスやビカリア和ど多くの化石が産出しウラン

鉱床でも注目されているところだ.学生のとき以来

この地の研究を継続している名古屋大学の糸魚川淳二博

士による層序は下位から土岐爽炭累層本郷累層明

世累層土俵累層となる.下位の2つの累層は淡水成

だが上位の2つの累層は海成でここに豊富な海生化

石が集中する.ビカリアオウムガイウソシジミな

どの貝化石は400種をこすといわれるがその他大

型有孔虫のミオシプシナスカシカシパン小型カシパ

ン柱どのウニ類サンゴフジツボサメその他の魚類

鯨テスモスチノレスパレオパラドクシアなどの哺乳類

可児盆地��j畠;良盆地��岩村盆地

��生後�生彼泥岩腫�

��黙層�棚引砂岩瑚�

���■一一�一一一一■I'一一一

��上��

��明部�螂胴(下肥囲馴�棚仏寺互層

一一一一一一一･一�'一一��遠�

平�上部�蓑†�山野内層�山

牧��屈下�紫�牧シルト岩層

梁�■一■`�芦狩描�層�

層��部�月音燭�久保原砂岩層

�下郡���

��本郷累噛�■�阿木累層

����､甘^

申材累幡��土岐來炭昇1燭��

蜂膣累層����塾銘

塞�盤�基盤��

����(糸魚川淳二1975

(糸魚川淳二1975).

などきわめて多種多彩である.

明世累層は下位から月吉層戸狩層山野内層狭

間層と区分されるがデスモスチルスパレオパラドク

シアはともに山野内層の最下部の層準から産出したと

考えられる.ここではデスモスチルスピカリア

ウニについてすこしふれておきたい.

デスモスチルスは体長約2･5m体高1m余.大

きな頭骨とたくましい四肢をもち臼歯はノリ巻きを束

ねたような形をしている.かつてはカンガルｰのよ

うな有袋類ジュゴンのような海牛類ゾウのような長

鼻類と考えられたこともあるがいまは独立の束柱類

(テスモス=東スチルス=柱)とされハクサイの

ような奇蹄類に近縁とみなされている.デスモスチル

スの化石は日本では北海遺から島根県までにかけて

の約20数地点から産出しているがその大部分はノリ巻

き状の臼窟である.はじめての頭骨は1898年(明治

31年)に瑞浪市明世町山野内から産出した.その後

1933年(昭和8年)に最初の全身骨格がサハリンの南

部(旧樺太敷香町気屯)から発見されたのだが昭和25

年近縁種であるパレオパラドクシアの全身骨格が土

岐市泉町隠居山の瑞浪層群から発見されたのである.

ビカリアは殻の高さが10cm近くもあり円錐形の

写真6

犬山産のアンモナイト

(0ん砺μ〃"sp.)

写真7

D側伽0物1伽の復

元模型(瑞浪市化石

博物館)�
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写薦8腕6脈〃(瑞浪市化石博物館)

殻の表面には大小のトゲをもった立派な巻貝だが昔か

ら｢月のおさがり｣の名で親しまれてきた.瑞浪産の

ビカリアはしばしば内部が珪酸と置換して蛋白石に

なっているものがあるが白っぽい純粋の蛋白石のもの

カミ本来の｢月のおさがり｣で不純物がまじって着色し

ているもの(黒っぼ㌢･ものや赤っぽいもの)は｢目のお

さがり｣とよばれ前者は瑞浪市明世町月吉の｢月の

宮｣後者は瑞浪市目吉町の｢目の宮｣のご神体として

ともに崇められ近縁種のビカリエラとともに戦時中

は兵士のお守りとしても重宝がられたとのことである.

ビカリアは北は北海道から南は九州までの各地から

産出し中新世中期を指示するとともに現在の奄美大

島より南ていどのかなり暖かい浅い海底それも付

近に川の流れこんでいるような塩分濃度の低い内湾の

環境をものがたる化石としても重要視されている.

瑞浪からはウニ化石も9種ほど産出しているがと

くに重要なのはカシパンウニのなかまだ､瑞浪では

小型カシパン(ケビアミノエンジス)とスカシカシパ

ン(アストリクリヒュｰスマンｰ一ミノエンシス)

の2属が知られている.ともに中新世中期を指示する

写真9ん炉〃妙醐∫(御表層産)

標準化石として重要である.両者とも日本各地の同層

準から多産するカミ後者は平たい大型の殻に放射状

に5つの細長い窓(ルニユｰル)をもった持ちよう的

なウニである.ちなみに富士山の基盤である御坂層

灘からも同属(アストリクリヒュｰスマンニｰイ

ンテゲル)が知られている.

瑞浪層灘の化石は1971年～1974年の中央高速自動車

道建設工事のさい多数採集されこれを機会に瑞浪

市化石博物館が開館した.連日一般の人々や研究者

が訪れて瑞浪の名所となっているカミ1974年秋名古

屋で日本古生物学会カ欄かれたおりには会長ら約35人

の研究者による見学もおこなわれたのである.

平牧の比肩

瑞浪層灘は東濃地域で西から可児瑞浪岩村の

3っのべ一スンにわかれて分布しているが可児べ一ス

ンは中新世の哺乳動物化石の産出で有名である.

この地域の瑞浪層群は下位から蜂屋累層中村累層

平牧累層に区分されるがすべて湖成で中村累層から

は阿仁合型の植物化石平牧累層からは台島型の植物化

石が産出する.
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第8図瑞浪層群分布図(植村斌1961)
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第9図瑞浪市戸狩付近地質図(糸魚川淳=1975)�
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部

沢

下衆

部層

上下

回

部

黒

部層

下部

川

魚

累

屈

ソ謀

囲凝灰岩

塵…11頁岩

1重…1泥岩

1≡≡…ヨ泥衝砂岩

国囲砂岩

国醒礫岩

第10図設楽盆地東部北設互層

緯標準柱状図(嘉藤良

～欠員盾1955)

1914年(大正3年)岐阜

県可児郡上之郷村番上洞

(現在の御嵩町)からア

ンネクテンス象(ゴムフオ

テリウムアンネクテンス)

が発見された.この象は

宮山県や宮城県の中新統か

ら産出した家とともに日

本産のもっとも古い象であ

り現在生き残っているア

フリカ象インド象や化

石のナウマン象などのステ

ゴドンの系統とちがって

マストドンの系統である.

臼歯の表面には乳首の

ようなコブ状の突出部がな

らび上顎にも下顎にも短

かい牙カミ前方につきだして

いる.アンネクテンス象

は'頭や顎が長く体高の

低い短肢の象と考えられている.

!921年(大正10年)岐阜県可児郡可児町大森平牧から

産出した平牧馬(アンギテリウムヒポヒポイデス)カミ

東北大学の松本彦七郎教授によって報告された･その

後昭和36年と昭和38年にほぼおなじ｡場所からおな

じ馬の化石が発見され愛知教育大学の吉田新二教授と

横浜国立大学の鹿間時夫教授によって発表されている.

すべて衛の化石だが後者の2つは不完全な前者の部

分を補うことのできる立派祖標本である一平牧馬は

現在の小馬ぐらいの大きさの三趾馬であり森林から

草原への移行型とみなされ北米から渡来してゴビの砂

漠の方へ移動していったと考えられている.

これらゾウウマのほかサイバクシカ恋とをふく

む化石哺乳動物は一括して平牧哺乳動物群とよばれ

平牧馬をのぞいた多くのものは南方系である･

鳳来寺山

国鉄飯田線で豊橋から1時間たらずの地点に長篠城

跡があるカミその北北東約7胱のところに仏法僧で

名高い鳳来寺山(標高684m)がある.鳳来寺山その

ものは火山岩類(流紋岩石英安山岩松脂岩など)

であるカミ周辺には瑞浪とおなじ中新世の化石をふくん

だ地層が分布する.

しだら

これらの地層は設楽層群とよばれ下位の北設互層

群と上位の南設互層群に2分される｡さらに北設亜

かわかど

層群は下位から田口累層川角累層下田累層坪沢

くるぜ

累層に再分され南設互層群は下位の玖老勢累層と

鳳来寺山をつくる上位の火山岩類に区分することカミでき

る.川角累層から玖老勢累層までには海生の化石が

普遍的にふくまれている.その多くは貝化石であるが

変ったところでは現在がなりの深海に生息している魚

類で剣のように鋭い窟をもち骨の多い細長いミスウ

オの化石が発見された.鳳来寺山の周辺は多くの化

石や岩石を観察する絶好の場所であり南麓の石段下の

門谷(愛知県南設楽郡鳳来町)には鳳来寺山自然科学

博物館がありよい研修の場となっている.

鳳来寺山の東北にある東栄町(愛知県北設楽郡)は

長篠城から国鉄飯岡線でさらに約1時間ばかり行ったと

ころだがさいきん立派な植物化石が多産することで

脚光を浴びた.産出地点の柴石峠は東栄町の西方

大平地区の設楽町との境近くにあるが化石の盗掘をふ

せぐために金網のサクでかこわれている.母岩は

設楽層群の凝灰岩であるが伊奈治行氏によれば日本の

太平洋側の新第三系に多産するサッサフラス(クスノキ

科)やダケカンバシデヤシャブシなどカミ多く落

葉広葉樹を主体とする温帯林を示しているとのことであ

る.この地層からは昆虫や小型の魚類の化石も産出

している.魚が淡水生のものか海水生のものかは目

下のところわかっていない.これらの化石をふくむ凝

灰岩層の下位の地層からは海生のカイやウニの化石が

産出する.

東栄町は｢天地人｣教育をテｰマとした文教の町だ

カミ上粟代にある振草自然科学センタｰには柴石峠の

植物化石が展示されており町の中心部にある総合文化

センタｰの博物館にもこの地で産出した各種の化石が

展示されている.

ぬく

東栄町から飯田線でさらに1時間30分化に打つだ温

だ

関門島の周辺(長野県下伊郡郡)には瑞浪層群や設

楽層群と同時代の當草層群が分布し各種の海生化石を

多産するがここでは割愛したい.

写真10･アンネクテンス象の臼歯�
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知多の師崎

愛知県の知多半島は尾張丘陵の延長部にあたりお

おむね標高100m以下の丘陵がつらなっている.かつ

おおぷ

て半島つけねの大府市でおこなわれたボｰリングでは

地下520mまでが後述の瀬戸層群520mから780㎜ま

でが中新統それ以深は古生層であった.しかし地

表の中新続は半島の南部と日間賀島佐久島に露出し

もろざき

ており師崎層鮮とよばれる.名古屋大学の柴囲博講

師は師崎層灘を下位から日間賀累層豊浜累層山海

累層内海累層と区分しているようであるが全体とし

て凝灰質の砂岩頁岩および両者の互層から在りこ

のうち頁岩中にカイウニヒトデカニなどの化石を

ふくんでいるが種類や数はそれほど多くはない1師

崎層群の名前である愛知県知多郡南知多町師崎は知多

半島の先端部にある漁港であり名鉄電車河和線の特急

で名古屋から約1時間終点の河和からバス約20分で行

くことができる.

師崎層群の延長は伊勢湾をはさんで西側の三重県に

いちし

もあり一志層群とよばれる.一志層灘も各地から化

石を産出しているが三重県安芸郡美里村にある天然記

念物｢貝石山｣は有名である､

ふ

坤硯届偲立地■合ω

野間層､モω軸の盾丘堪詰物

置簑届.地ホ且屑.^■届

瘤擶層箏

蛇多層甘

領証圭成島花｡基

臼層

内菱4

弁蹄蜘

･泌珊船

田崎

L⊥｣｡一加

第11図

知多半島地質

図(近藤善教

･長沢敬之助

編集1967)

遠州掛川

江戸時代には京の都に近く琵琶湖のある滋賀県を

近江都から遠く浜名湖をもつ静岡県西部を遠江(遠

州)とよんだ.遠州には新第三系カミ広く分布し下位

くちみさがち

から大井川層群倉真層鮮西郷層群相良層群掛川

層群曾我層群に区分されている.大井川層灘には

サンゴ石灰藻サザエ(タｰボ)レピドシクリナ

ミオシプシナを含む女神山の石灰岩があり倉真層群の

貝化石西郷層灘のレピドシクリナとミオシプシナ相

良層群のサガリｰテスとそれぞれに化石をもっている

添やはりもっとも化石で知られているのは掛川層群で

あろう.

掛川層群は大井川と天竜川の間に広く分布し下位

から大目砂天王砂細谷層南郷層土方層と区分さ

れ貝化石を多産する.現存種のしめるパｰセントは

大目砂で約40%といわれる.袋井市北方の大目には

有名な化石産地の露頭がある.掛川層群は全体とし

て礫砂泥火川灰から在るが掛川市菊川町など

の東側がリズミカルな砂泥互層の発達するのにたいし

袋井市見付町などの西側は塊状の砂が主体である.

砂泥互層の場合は現在の駿河湾のよう放海底塊状砂

の場合は現在の遠州灘のような海底にたい積したもの

であろう.掛川層群に対比される東海地方の鮮新統は

とこなめあげ

愛知県の瀬戸層群常滑層群三重県の奄芸層群たどだ

がいずれも湖成たい積物である.

瀬戸と常滑

名古屋の東北約20k皿ゆるやかな丘陵にかこまれた

瀬戸市は伝統的な瀬戸物の町だ.この地方の窯業の

歴史は古く平安時代初期にさかのぼるといわれるがそ

の後いくたの有余曲折をへて現在の隆盛をみた.そ

のバックホｰ;■をなすものはなんといっても周辺に発

達する窯業原料としての瀬戸陶土層である.この周

辺に分布する地層は瀬戸層群といい大きく下位の瀬戸

陶土層と上位の矢田川累層に区分され矢関川累層はさ

らに下位から水野部層高針部層(尾張爽炭相)猪

高部層に細分されている.

瀬戸陶土層にはいろいろな岩質のものがまじってい

るが主として石英粒からなる珪砂雲母の細粒から

写真11師碕層群の露頭�
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第12図

東遠半島地質図(東海道焼

津町･磐固市間近傍)

(横山次郎1975)

がえろめ

なる粘土(キラ層)石英粒からなる粘土(蛙目粘土)

きぶし

炭質物をふくんだ粘土(本節粘土)その他の粘土杜ど

からなりたっている.これらは陶土層の基盤である

花こう岩が風化して近くの湖にたい積したことをものが

たっている.瀬戸陶土層にはオオミツバマツ(ピヌ

ストリホリア)をはじめスイショウクルミサワ

シバブナ恋どの植物化石がふくまれている.

瀬戸市から北部につらなる多治見市土岐市瑞浪市

一帯の丘陵地も焼き物で有名狂地域だ.国鉄中央線

沿いの土岐川周辺には瀬戸とおなじような陶土層が分

布するがこの地域では土岐口陶土層とよばれている.

おろし

土岐市下石町の採土場の崖ではこの陶土層の断酎は

下位から蛙目粘土をふくんだ粘土層礫層(5加)砂

層(50cm)粘土層(3m)植物化石をふくんだ火山

灰層(ユ㎜)粘土層(1㎜)砂層(3旭)の順に重な

りその上にいわゆる土岐砂礫層カミのっている.土岐

口陶土層からは有名なメタセコイアをはじめオオミ

第4表瀬戸鰯群煽序表

��名古屋一頻Fl�知多半島�小牧�多治見一恵那岩村一山岡中潮11

��猪高部層���

瀬�矢�τ0m+�上部4董…一一5渦累中部｡�失�土岐砂礫層

�田�高針都臓��囲�

����川�(田沢砂礫層)

戸�川����

�累�(尾張爽炭相〕���

��40-50m�煽m�累�ユ00m+

�層���屑.�

煽��水野部層���土岐口陶土層束原陶土層酋末陶土層

��100m�豊丘層60m�140㎜�

群��瀬戸陶土層�盤盤�基埋�1.30･｡l1皿20･庁?市ラ

��3①山40m���基盤

��基盤���

第5蒙

(糸魚川淳二1975)

瀬戸の採土場

瀬戸煽群陶土煽産のお毛な植物化石

�瀬'�土陶�東����

���原��瀬'�土陶�夏

�戸������

稲名�璽�妓生�陶�種名�戸��原

���土��璽�岐土�陶

�層�1]層�層���口唇�土

�������層

K〃附わる刷泌閉口�x�x�X�肋9附加･凹幽吻�X�X�

肋鮎ル〃�X�X�X�助鮒雌伽r泌液j�x�X�X

R加μわ�X�x�X�〃此ωo胆祠脾三�X��

P蜘〃〃虹昆榊ハ声価{�X�x��扮互･伽fり仰〃ω�x��X

丁舳垣｡棚伽go��x��8主ψ醐{o4三〃伽�X�x�

C凹洲惚ム棚あ正価{∫肋��x��脇9刎伽｡あω刎｡�x�X�
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肌伽`9ω加淋洲1口��x��肋片山蜆他■"j伽蜆命�`�x�

〃.ゴψo泌｡��x��肋柵｡伽〃∫声附｡κo泌口�X��x

鋤ω加〃仰舳{･舳��X��1二価仇励〃声･㎜"｡蜆｡�X�X�

c"ツ｡"蜆"〃〃μ��X��厄肌血㎜〃｡山伽｡肋∫��x�
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αが舳'jε此伽ω肪�X�X��P泌凹閉“伽伽f仙工�X��X
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写真12瀬戸陶土層

1941より

種名を一蔀改定糸魚川淳二編ユ975)�
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第13図常滑北部地質図(大塚寅雄他1964)

ツバマツツガスイショウセコイアクルミカバ

サワシバブナなどの植物化石が産出している.

どこ拒め

瀬戸が瀬戸物の町なら常滑は常滑焼の町だ.名古

屋から名鉄電車の常滑線特急で46分知多半島西岸の中

心部にある常滑市につく.常滑焼もかつての古常滑

の時代以来いくたの変遷をたどって現在にいたったが

そのバックボｰンは知多半島に広く分布する粘土層であ

る.粘土層をふくむ地層は一般に常滑累層とよばれ

シルト層砂層礫層たどもあり亜炭層や火山灰層を

はさむ.粘土層からはコウヤマキセコイアビシ

スイショウヌマミズギメタセコイアフウなどの植

物化石やタニシのような淡水員の化石が産出している.

ここでメタセコイアのことにすこしふれておこう.

メタセコイアは第三紀に繁栄したスギ科の植物化石

で生きている化石として有名なことは衆知のとおりで

ある.土岐口陶土層や常滑累層にも多産するのだが

かってはセコイアのなかまと考えられていた.三木茂

博士は太平洋戦争のはじまった1941年小さな細い葉

が対生であることや球果の鱗片の相異から絶滅種と考

えメタセコイアという新名をつけたのである.どこ

写真13常滑累層の露頭と製品の土管常滑市東部の成岩街道

A｡｡｡｡一B

l口棚極棚魍棚

第14図存度山の地質図ならびに断面図(土隆一1960)

1:沖積層2:国吉田礫層

3:小鹿礫層4:章薙泥層

5:久能山礫層6:根古屋累層

ろが戦後の1946年絶滅したと思われていたメタセ

コイアが中国四川省磨刀渓上流の小さな嗣のそばで

幹の直径2.3汕もある大木として生きているのカ溌見さ

れたのである.このことは米国のチャニｰ博士(カ

リフォルニア大学)などの関心をよび中国から送られ

た種子は米国でも見事に育ちいまや日本でも各地に

ごくふつうに見られるようになったのである.メタセ

コイアは暖地性の植物で第四紀の氷河時代とともに

急激に衰亡してしまった.

日本平の貝層

静岡市の東南に有産山丘陵(標高307㎜)があるが

平坦な山頂付近は日本平南の峯は久能山とよばれと

もに景勝の地として親しまれている.この丘陵は主に

第四系から祖ゆ後背地の山から孤立し海岸と反対側

写真14〃3物舵螂｡加の化石岐阜県可児町の平牧累層産

(伊奈治行氏提供)�
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第6表渥美半島の洪積統層序

��中西部地域�東都地域

��低位段丘砂礫層�低位段丘砂礫層

��高師原礫層�新所原礫層

��後期天伯原礫層�

��前期天伯原礫層�則期天伯原礫層

�豊��

渥�嵩�杉山砂層�白須丑砂礫層

�累�岩屋礫層�

爽�層�寺沢砂貫粘土層�

��豊商礫層�鷲津シルト層

層�国�豊島砂層�

�原��

�累�赤沢シルト層�三谷砂礫層

群�層�伊古都礫屑�

�二�細谷砂層�新屠シルト層

�川��

�累��

�苗�七根砂質シルト層�内山砂榛層

(黒田啓介1966)

闘㎜･舳.O㎜伽側.榊呂｡･舳舳“胴脳

麗圏眺舳岨山､･醐･･1醐芭･･

匿ヨ舳㎜軸m.1"!舳･･

〆

に傾動するブロツクだが第四系からは海生の貝化石が

多産することでも有名だ.

有度山の層序は下位から根古屋累層久能山礫層

草薙泥層小鹿礫層国吉田礫層に区分される.これ

らのうち根古屋累層には黒潮外洋性の貝化石草薙泥

層には内湾性の貝化石が多数含まれている.久能山礫

層からはかつてナウマン象が産出した.

渥美の高松

藤村の｢椰子の実｣で有名な渥美半島ここにも洪積

世の地層が広く分布している.全体を渥美層灘とよぶ

が下位から二川累層田原累層豊橋累層に区分され

それぞれの累層はさらに細分されている.そのうち

岡原累層中の赤沢シルト層および豊島砂層からは員化石

が多産する.とくに有名なのは渥美半島の遠州灘沿

いのほぼ中心にある赤羽根町高松の海岸である.この

海岸のみごとな海食崖では下から煩にカガミガイオ

オノガイヤツシロガイの密集した三つの化石層が重な

つて連続している.そのほかウニフジツボなども産

出するが貝だけで種類の数は100以上も知られている.

第15図豊島砂層下部の岩相図(皐坂祥三1961)

大部分が現在生きている種類と同じものだ.

洪積世の人類

浜名湖の北の山地には二畳系が分布するがその中に

はさまれる石灰岩の裂きよたい積物中からあいついで

洪積世人骨が発見された.すなわち西から東へ牛川

人三ケ目人浜北人である.

ただこう

牛川人は昭和32年豊橋市牛川町忠興から発見され

た左上腕骨と大腿骨の破片で前者は身長134.8cmの

女性後者は身長149.2cmの男性と推定されている.

ただき

三ケ目人は昭穐33年静岡県引佐郡三ケ目町只木から

頭骨腰骨大腿骨など七片の人骨が多くの獣骨とと

もに発見された.人骨は成人男性2人と成人女性1人

の計3体分とみなされ一部には肉食獣にかまれた跡や

人為的に加工された形跡もあり食人の風習も推定され

ている.

浜北人は昭稲35～37年にわたり静岡県浜北市根堅

岩水寺から獣骨とともに発見された.頭骨下顎橡粛

鎖骨上腕骨尺骨腸骨脛骨などで一部は20歳代

の女性と考えられている.

牛川人三ケ目人浜北人はすべて現代人にくらべ

て倭小であり時代は牛川人がもつとも古く考えられて

いる.浜名湖北部一帯に連続する二畳紀石灰岩の裂き

よからは将来もあらたに人骨の発見される可能性が多

いといえるであろう.
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第16図静岡県三ケ目付近の兄取図(鈴木尚1962)

写真15渥美半島高松海岸の化石層�
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(7貫からつづく)

陶磁器および耐火物原料として重要な粘土や珪砂の多

産地として有名である.しかし近年の高度成長による

需婁の増大と採掘技術の大型化により多くの地域で

資源の枯渇の恐れが現実のものとなりつつある.とく

に都市に隣接する瀬戸地域では公害環境対策･跡地処

理を含めて資源の有効採掘低品位鉱の利用など合理

的･計画的な開発計画の作成カミ急務とされ進展しつつ

ある｡これらのいくつかの課題について別稿に解説

がある.
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:珂刊秤グ.1石油開発概論

(著者藤井清光A5版217頁2,400円東大出版会)

瑠和48年の終りに発生した肩油ショック以来エネルギｰのおよそ80%

を石油に依存しているわが国では石油問題は国民の関心事と粧りマス

コミでとり上げる機会も多くなって今日に至っている.しかし石油

に関する科学技術粧問題の理解が専門家以州こはほとんどなされてい狂

いためマスコミが流した多くの誤りがそのまままかり通っているのが現

状である.これな石油の探鉱から開発･生産までのいわゆる上流部門

についてとくに著しい.その有力な原因のユつは石油の上流部門に関

する最新の知識をわかり易く解説した参考書か海かったことにある.

本書ほこの原園を除去するために書かれたような好著であってエネル

ギｰとしての石油の価値石油の寿命世界の石油の探査(I皿)

開発計画生産技術海洋油田開発および石油の将来の諾問題のエッセ

ンスカミ明快に説かれている.専門化カま進んでいるため石油の上流部

門の科学技術者の守備範囲も狭いのが普通に江ってしまったが本書はこ

のような読者にも十分な溝足を与えるよう潅配慮をもって書かれている･

そのため必要最少限度の数式か使われているカ基数式に弱い向きはその

部分を飛ばして読まれても一貫した知識カ嶋られるのであろう.なお

本欝を通して天然ガスに興味をもたれたらマリオ･メディチ著天然ガ

ス鉱業全訳同会発行のr天然ガス産業｣を併読することをおすすめす

る.(福田理)�


